
庁 議 報 告 案 件Ｎｏ１ 

平成２２年１０月５日 

所 管   中 区 役 所  

 件  名 中区まちづくりビジョン（案）の策定について 

経 過・現状 

 

政 策 課 題 

■策定経過 

○平成18年1月 中区まちづくりアンケートの実施 

○平成19年3月 中区まちづくりカルテの作成 

・地域の魅力や課題を共有し、まちづくりを推進するため小学校区別に地域情報や

行政情報を整理したもの 

○平成20年3月 中区公民協働まちづくり指針の策定 

・市民と行政が共通認識をもってまちづくりを進めるために、中区の公民協働の考

え方や方向性を示すとともに、その推進に必要なしくみをまとめたもの 

○平成20年9月 中区区民まちづくり会議設置（13回開催） 

・位置付け：まちづくりビジョンの策定について広く有識者、市民等から意見を聴

くとともに、地域の課題解決に向けた区と区民との協働による活動等

について協議する場 

・構  成：有識者、市民などで構成（平成22年9月現在 15名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 応 方 針 

 

今 後の 取組 

（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ビジョン策定の趣旨 

区民との協働による区の特色を活かした魅力あるまちづくりを推進するため、区民

と行政がともにめざす区の将来像を描き、その実現に向けて協働で取り組むまちづく

りの指針として策定する。 

 

■ビジョンの役割 

 ○中区がめざす 10 年後のまちの将来像とその実現のためのまちづくりの方向性や取

り組みを示す。 

 ○市民と行政の共通の目標であり、今後の区政運営の指針であるとともに、市民活動

の行動指針となるべきもの。 

 

■計画期間 

 ○平成23年度～平成32年度（10年間） 

 

■中区の魅力資源 

○ため池・河川がつなぐ貴重な自然（原池～午池～阿弥陀池の陶器川水系） 

○農のあるまち（南部の田園空間、軟弱野菜の栽培、市民農園等） 

○伝統産業が息づくまち（和ざらし･ゆかた産業、堺緞通を受け継ぐ敷物産業） 

○豊かな歴史･文化資源（土塔、西高野街道、御坊山古墳、祭り、伝統的景観等） 

○学術文化のまち（大阪府立大学、ソフィア･堺等） 

○活発な自治会活動と育ちつつある市民活動 

○まちづくり考房の活躍と公民協働の取組の蓄積 

 

■まちづくりの課題 

○少子高齢化への対応 

○増加する災害や犯罪への対応 

○地域資源の保全、活用と新たな魅力づくり 

○暮らしを支えるコミュニティづくりと協働の推進 

 



 

 

 

 

対 応 方 針 

 

今 後の 取組 

（案） 

■中区のめざす将来像 

  「つながる人・豊かな自然・元気なまち」 

   さまざまな人や組織が世代を超えて、地域を超えてつながり、水と緑の貴重な自

然、脈々と受け継がれてきた豊かな歴史文化を礎として、みんなが活躍する、活力

あふれるまちをめざす。 

 

■まちづくりの目標 

 基本目標１ みんなが笑顔で暮らせる活力のあるまち 

 個別目標１：楽しく子育てができ、子どもたちがのびのびと育つまち 

個別目標２：若者が集う活力のあるまち 

個別目標３：だれもが自分らしく暮らせるまち 

基本目標２．みんながいきいきと暮らせる安全・安心なまち 

 個別目標４：安全・安心なまち  

個別目標５：健康でいきいきと暮らせるまち   

基本目標３．中区の個性を活かし、みんなで魅力をつくるまち 

 個別目標６：歴史や文化を守り、育て、活かすまち 

個別目標７：水と緑に包まれた、環境にやさしいまち 

基本目標４．みんながつながり、協働してささえる強いまち 

個別目標８：人と人とがふれあう温かいまち  

個別目標９：だれもが公共をにない、主体的にまちづくりを進めるまち 

 

■まちづくり推進体制（公民協働のまちづくりの推進体制を整備） 

○行政の推進体制（中区まちづくり推進連絡会議、協働のための環境整備など） 

○市民の推進体制（区民まちづくり会議、まちづくり考房など） 

○市民の自主的な活動を支援する中間的支援体制を整備 

（まちづくりカフェ、まちづくりサポーターチームなど） 

 

■公民協働をすすめる重点プラン 

ビジョン策定のプロセスから、市民と区が協働して優先的に取組むべきとして掲げ

たテーマで、ビジョン実現のための先導的役割を担う。 

○重点プラン１  まちの魅力の再発見と創造 

 （対象とする分野：歴史文化、自然・農、花緑、景観、健康など） 

○重点プラン２  まちぐるみで防災コミュニティづくり 

 （対象とする分野：防災、防犯、交通安全対策など） 

○重点プラン３  まちが子どもを育てる 

（対象とする分野：子育て支援、青少年健全育成、世代間交流、学校・大学との

連携など） 

  ○取組期間：平成23年度～平成27年度（5年間） 

   

■アクションプログラム 

  ○「9つの個別目標」を掲げ、192施策を実施 

  ○プログラム期間：平成23年度～平成27年度（5年間） 

 

■今後の主なスケジュール 

平成22年10月中旬～11月中旬  区民への意見募集を実施 

平成22年11月下旬       区民意見を取りまとめビジョン案確定 

平成23年1月下旬         中区まちづくりビジョン策定 

平成23年3月          公表（ビジョン冊子配布、区広報紙、HP等） 

 



効果の想定 

○ビジョンを推進することで、地縁型活動組織（自治会など）とテーマ型活動組織（Ｎ

ＰＯなど）の協働など多様な協働の推進や、まちづくり活動への多くの市民参加を促

すことができ、地域力と協働力が高められる。 

○中区の抱える、自主防災や子育て支援、魅力づくりなどの課題に対して、区民・本庁

関係局・区役所が連携して取り組む体制が強化される。 

関係局との 

政 策 連 携 

中区が取り組む公民協働のまちづくりに関係する局 

 市長公室、危機管理室、市民人権局、健康福祉局、子ども青少年局、産業振興局、

建築都市局、建設局、教育委員会 など 

 

 


